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１．緒言 
 地球の気候変動を防止するため、二酸化炭素（CO2）

に代表される温室効果ガスの大気中への放出を大幅に

抑制する必要があるが、経済発展を維持しつつCO2の

発生を抑制することは非常に困難である。このため、

従来の化石エネルギーを利用して経済発展を持続させ

ながらCO2の大気中への放出を抑制し、代替エネルギ

ー開発の時間的猶予を与えることが可能な技術として

CCS（CO2 Capture and Storage）が注目されている。CO2

は発電所や製鉄所などから排ガスに含まれて大量に排

出されるが、CO2濃度は10~20%に過ぎないことから、

そのまま貯留サイトまで圧縮輸送すると莫大なコスト

が掛かるため、排ガスからのCO2分離回収技術が必要

となる。CO2の分離回収コストはCCSコストに占める

割合が大きいため、CO2 分離回収コストを低減する技

術開発が重要であり、我々は高炉ガス中のCO2を低消

費エネルギーで分離回収できる化学吸収液を開発した。

今回は、既存の吸収液（モノエタノールアミン：MEA）
を用いた際の回収コストから半減するために、分離回

収エネルギーの小さい新吸収液を研究開発した結果に

ついて報告する。 
２．化学吸収液の開発 
化学吸収法において外部より供給される分離回収エ

ネルギーは、反応熱、吸収液昇温および放散蒸気とし

て消費される。従って、これらの消費熱を小さくする

特徴を持つ吸収液の開発が必要であり、従来のアミン

化学種に対して、反応熱が低く、吸収性能が高い特徴

を持ち合わせる新吸収液の開発に取り組んだ[1,2]。研

究概要をFig. 1に示す。まず、ラボ試験により、低反

応熱・高吸収性能のアミン化学種を実験および数値解

析により検討し、新吸収液の候補となる液を調査した。

その結果、反応熱低減・放散性向上を達成する吸収液

として RITE-5 液を開発した。一般的に、アミン化学

種は低反応熱のものほどCO2吸収速度が小さい特徴が

あるが、開発した新吸収液は低反応熱かつ高吸収速度

を示した。 
３．化学吸収液の評価 
上述の新規開発液について、実験室規模の連続式試

験装置（回収能力：5 kg-CO2/d）および実ガスを用い

たベンチプラント（回収能力：1 t-CO2/d）を用いて分

離回収エネルギーを評価した結果を Fig. 2 に示す。

MEA 30%水溶液の分離回収エネルギーを1とすると、

RITE-5液の分離回収エネルギーは、5 kg-CO2/dの試験

装置では0.71、1 t-CO2/dのプラントでは0.76であり、

吸収液の違いに対してほぼ同様の傾向が得られた。こ

れらの結果から、実機規模のCO2分離回収プラントに

おける分離回収エネルギーを検討した。 
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Fig. 2 研究概要 
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